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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月9日(2020.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ｘ）、（Ｃ）、（Ｄ）成分を含有する皮膚貼付用付加反応硬化型シリコーン粘着
剤組成物。
　（Ｘ）下記（Ａ）成分と下記（Ｂ）成分の混合物、又は、下記（Ａ）成分と下記（Ｂ）
成分の縮合反応生成物：１００質量部
　　（Ａ）下記（Ａ１）成分及び（Ａ２）成分からなり、（Ａ１）／（Ａ２）の質量比が
９０／１０～１５／８５の範囲にあるジオルガノポリシロキサン：５５～９０質量部、
　　　（Ａ１）１分子中に２個以上のアルケニル基を有し、アルケニル基含有量が０．０
００５ｍｏｌ／１００ｇ以上０．１５ｍｏｌ／１００ｇ未満であるジオルガノポリシロキ
サン、
　　　（Ａ２）末端にＳｉＯＨ基を有し、アルケニル基を有さないジオルガノポリシロキ
サン、
　　（Ｂ）Ｒ１

３ＳｉＯ０．５単位（Ｒ１は独立に炭素原子数１～１０の１価炭化水素基
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である。）と、ＳｉＯ２単位と、ケイ素原子に結合した水酸基を有するシロキサン単位及
び／又はケイ素原子に結合した炭素原子数１～６のアルコキシ基を有するシロキサン単位
とを含有し、Ｒ１

３ＳｉＯ０．５単位／ＳｉＯ２単位のモル比が０．５～１．５であるオ
ルガノポリシロキサン：１０～４５質量部（但し、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計は１０
０質量部である）、
　（Ｃ）ＳｉＨ基を１分子中に３個以上含有するオルガノハイドロジェンポリシロキサン
：（Ａ）成分中のアルケニル基に対する（Ｃ）成分中のＳｉＨ基のモル比が０．２～１５
となる量、
　（Ｄ）白金族金属系触媒：（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の合計量に対して質量基準で白金
族金属分として１～５，０００ｐｐｍ
【請求項２】
　さらに、下記（Ｅ）成分を含有するものであることを特徴とする請求項１に記載の皮膚
貼付用付加反応硬化型シリコーン粘着剤組成物。
　（Ｅ）ヘキサン、ヘプタン、イソオクタン、オクタン、デカン、シクロヘキサン、メチ
ルシクロヘキサン、及びイソパラフィン（沸点範囲１１５℃から１３８℃）から選ばれる
少なくとも１種の脂肪族炭化水素系溶剤：（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の合計１００質量部
に対して２５～９００質量部
【請求項３】
　前記（Ｃ）成分が、下記式（１）で表されるオルガノハイドロジェンポリシロキサンで
あることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の皮膚貼付用付加反応硬化型シリコー
ン粘着剤組成物。

【化１】

（式中、Ｒ２は同一又は異種の、脂肪族不飽和結合を有さない炭素原子数１～１０の１価
炭化水素基であり、ａは０以上の整数、ｂは１以上の整数、ｃは０以上の整数、ｄは０以
上の整数、ｅは０以上の整数、ｆは０以上の整数、ａ＋ｂ≧３であり、３≦ａ＋ｂ＋ｃ＋
ｄ＋ｅ＋ｆ≦１，０００である。）
【請求項４】
　前記（Ａ）成分における（Ａ１）／（Ａ２）の質量比が７５／２５～２５／７５の範囲
となる量であることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の皮膚貼付
用付加反応硬化型シリコーン粘着剤組成物。
【請求項５】
　前記（Ｘ）成分が、前記（Ａ１）成分と前記（Ａ２）成分と前記（Ｂ）成分の縮合反応
生成物、又は、前記（Ａ２）成分と前記（Ｂ）成分の縮合反応生成物と前記（Ａ１）成分
との混合物であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の皮膚貼
付用付加反応硬化型シリコーン粘着剤組成物。
【請求項６】
　さらに、（Ｆ）成分として、付加反応制御剤を（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の合計１００
質量部に対して０．０５～８質量部含むものであることを特徴とする請求項１から請求項
５のいずれか１項に記載の皮膚貼付用付加反応硬化型シリコーン粘着剤組成物。
【請求項７】
　基材と、該基材の少なくとも片面に積層された硬化物層とを有する皮膚貼付用粘着テー
プであって、前記硬化物層が、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の組成物の硬
化物からなることを特徴とする皮膚貼付用粘着テープ。
【請求項８】
　請求項７に記載の皮膚貼付用粘着テープを皮膚に貼付することを特徴とする皮膚貼付用
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粘着テープの使用方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、アクリル系やゴム系の接着剤と比べて、シリコーン粘着剤は、剥離時に体毛や皮
膚の角質層を剥離しにくい特徴があるが、剥離後、再度貼付する時に、粘着力が低下する
問題がある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　式（３）中、水酸基でない場合のＲ４は互いに独立に、芳香族不飽和結合を有さない炭
素原子数１～１０、好ましくは１～８の１価炭化水素基であり、Ｒ４としては、メチル基
、エチル基、プロピル基、ブチル基などのアルキル基、シクロヘキシル基などのシクロア
ルキル基、フェニル基、トリル基などのアリール基が例示され、メチル基又はフェニル基
が好ましく、特にメチル基が好ましい。フェニル基を含む場合は、フェニル基の含有量は
式（３）のジオルガノポリシロキサンのケイ素原子に結合した全有機基中の０．１～３０
モル％であるのが好ましい。該含有量が０．１～３０モル％であれば、得られるシリコー
ン粘着剤層の粘着物性（タック、粘着力）が好ましいものとなり、皮膚貼付用粘着剤の適
性が向上する。
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